
様式２

経過・達成状況

評価基準　A：十分達成（100％）　B：概ね達成（80％）　C：変化の兆し（60％）　D：まだ不十分（40％）　E：目標・方策の見直し（３０％以下）

　児童・生徒との話し合いを通じてクラブ・部として、また個
人としての目標・課題を明確にすることで意欲的に活動に取り
組めるようにする。

①職員一人一人が手話について考え、様々な
場面で手話が活用できるように環境を整え
る。
②「手話を学ぶ」「手話で学ぶ」に関した資
料を作成する。

  児童・生徒が自ら計画を立て、児童会・生
徒会の運営を行う。学校生活の充実と向上の
ために問題を協力して解決できるように指導
する。

　児童会・生徒会役員になった生徒は、そ
の責任を果たそうとしている。話し合いに
おける活発な意見交換や見通しを持って活
動を進めていくこと、また個々の意見を吸
い上げてより良いものにまとめ上げていく
ことについては教員の支援が必要となって
いる。

　活動に対する興味・関心は高いが、教員
の指導に頼りがちであり、十分に自主性を
発揮しているとは言い難い。各部で部会を
開き、活動内容に見通しが持てるよう支援
を行っている。

（生活安全部）
　クラブ活動や部活動を通して、
児童・生徒の自己表現力や自主性
を高めることができるように指導
する。

聴覚障がい教育に関する職員研修を計画、実施する。計画の
際は、職員のニーズを抽出するとともに校内研究と絡めた内容
を優先する。

(生活安全部）
学校保健計画、学校安全計画、学
校給食計画を基に、心身の健康、
交通や災害からの安全確保、健康
的な食生活について理解を深め、
健康で安全な生活習慣が身につく
ように日常的に幼児・児童・生徒
の実態に応じた指導を行う。

評価の具体項目

（総務・情報部）
①本校教育の理解や周知を図るこ
とができたか。
②iPad等の情報機器を用いたＩＣ
Ｔ教育を推進することができた
か。
③携帯電話やインターネットにつ
いて、生徒が正しい知識を身に付
けて活用できるように支援するこ
とができたか。

聴覚障がいのある幼児児童生徒の認知の
特性をふまえた適切な指導を行うことが教
師に求められている。一方で、教職員のう
ち約半数は聾教育に携わった経験が３年未
満であり、専門性の向上を図ることは直近
の課題である。

各学部において幼児児童生徒のニーズに応
じた実態把握を行い、具体的な指導と支援に
つなげる。チームアプローチにより総合的・
多面的な捉えとAPDCAサイクルによる取組を
実践する。

①学校公開の案内文書や野外掲示により周知を徹底したり、
「とりろうだより」の内容の工夫したりする。
②・教職員対象のICT機器活用のための研修会を開く。
　・情報機器の維持・管理に努め、機器を使用しやすいように
整　　備する。
③・児童生徒にアンケートを行って、安全で安心な情報機器利
用　ができているか意識づける。
　・外部講師による研修を引き続き行う。

キャリア発達支援段階表を作成し、今年
度から個別の教育支援計画と絡めて活用を
始めた。実践をもとにキャリア発達支援段
階表の検証と改善を図ることが必要であ
る。

評　価　結　果　　　（１０）月

（教務）
　つまずきの記録とその支援を中
心に個別の年間指導計画を指導と
評価・改善に生かす。

評価

　全教員が、つまずきの記録とその支援を中
心に個別の年間指導計画を指導、評価、改善
に活用して、授業を充実させている。

評価項目

（自立活動部）
学校内で幼児児童生徒が手話で学
んだり手話を学んだりする環境づ
くりに努める。

　学校保健計画、学校安全計画、学校給食計画の中から本年度
の重点取組項目を９項目決定し、事前の打ち合わせと事後のア
ンケートや部会による振り返りを通して、課題を明確にし、そ
の後の取り組みに活かせるようにする。

①手話を使う場面や手話を指導する場面を各学部ことに整理す
る。
②自立活動指導段階表のコミュニケーション（Ｊ手話・指文
字）を見直す。
③「コミュニケーション手段の系統性」や「手話を学ぶ」「手
話で学ぶ」に関した説明を誰が見ても分かりやすいようにイラ
スト化したり、文章化したりする。

教職員の８割以上がキャリア発達支援段階
表を活用するとともに、各項目の問題点等を
集約して改善する。

現状 目標達成のための方策
　教科等の個別の年間指導計画を作成し、
単元ごとに評価規準と評価・指導の反省欄
を設けて指導の充実を図っている。
 教科ごとにつまずきの記録を取ることも定
着し、指導に困難が生じやすい単元や分野
に関する情報が集まりつつある。

鳥取県手話言語条例第12条（学校におけ
る手話の普及）に掲げられている「手話で
学ぶ」「手話を学ぶ」に関して、学校（現
場）では、どのように取り組み、学校とし
ての定義はどうであるかなどを検討中であ
る。

　集団生活におけるルールを守ること、職
場における先輩への接し方等、社会性がま
だ不足している幼児・児童・生徒がみられ
る。また、鳥取県における高卒者の離職状
況が、就職１年後に２５％を超え、３年後
には４０％を超える状況となっており、全
国平均を上回っている。

　すべての幼児・児童・生徒が、家の手伝い
や学級で割り当てられた係、当番の仕事、職
場体験・現場体験学習に積極的に取り組むこ
とができた。

　家の手伝いや係や当番の仕事をはっきりと決め、それに取り
組ませる。また、体験実習の事前指導・巡回指導等で実習の状
況を把握し、不十分な点はその都度指導していく。さらに、事
業所からの評価をもとに、実習後の指導を行う。

目標（年度末の目指す姿）

（研究）
聴覚障がい教育の専門性の向上

を図るための職員研修を充実させ
る。

①学校公開では来校者も増え、アンケート
回収率も高まってきている。
②ICT機器を用いた授業が多く行われている
が、苦手意識を持つ教員もまだある。また
さらに使用できる機器を広げたり、使い方
を深めたりする余地があると思われる。
③外部講師による研修を受けて、インター
ネットやラインをはじめとするSNSの陥りや
すい危険性についての知識を得ているが、
行動に結び付けられるかどうかはわからな
い。

①学校公開のお知らせやチラシなどにより、
来校者が増え、本校教育への関心・理解が深
まっている。
②一人一人の教師が今までより授業の中で
ICT機器を活用することが増えている。
③生徒がインターネットやラインをはじめと
するSNSの危険性について充分に意識をし
て、安心・安全な生活ができている。

(教務）
　新個別の教育支援計画の運用を
軌道に乗せ、キャリア発達段階表
を幼児児童生徒の指導に生かす。

　キャリア発達段階表を作成したが、活用
状況は必ずしも十分とはいえない。

　学校保健計画、学校安全計画、学校給食
計画を３本の柱として、心身の健康、交通
や災害からの安全確保、健康的な食生活に
ついて様々な行動を計画し、生活安全部の
職員、学級担任を中心に指導を行ってい
る。

　新個別の支援計画の運用を軌道に乗せ、
キャリア発達段階表を幼児児童生徒の指導に
生かしていく。

平　成　２７　年　度　　自　己　評　価　表　　
鳥取県立鳥取聾学校

中長期目標
（学校ビジョン）

聴覚障がいのある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに対応した適切な教
育を行い、豊かな心とたくましく生きる力を育てる。

今年度の
重点目標

改善方策

２　自立と社会参加をめざしたキャリア教育の充実

１　確かな学力の定着を図る学習指導の充実

３　豊かな自己表現力の育成

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

豊かな自己表現
力の育成

　つまずきの記録とその支援の記録を円滑に行うため、単元ご
とに評価と実践の見直しを行うよう教務部が呼びかけるととも
に、定期的な確認の回数を増やす。
　つまずきの記録とその支援の記入は簡潔にし、入力のための
時間を確保する。

(研究）
幼児児童生徒一人一人の実態や

ニーズを総合的・多面的に捉え、
一貫性と一丸性のある指導と支援
をＡＰＤＣＡサイクルで行う。

単一障がいの幼児児童生徒がほとんどで
あるが実態は多様である。自信がなく失敗
を恐れて消極的になったり、自分の思いを
伝え、相手の気持ちを受け止めたりするこ
とが苦手である。聴覚障がいによるコミュ
ニケーションや言語獲得・拡充の困難さに
より、基礎学力の定着や言語に関する様々
な課題を生じている。

聴覚障がい教育に関する職員研修を実施
し、それぞれ教職員の８割以上が参加する
（記録ビデオの視聴も含む）。

自立と社会参加
をめざしたキャ
リア教育の充実

(生活安全部）
　児童会・生徒会において、児
童・生徒が計画に基づいて見通し
を持って活動していけるように指
導する。

確かな学力の定
着を図る学習指
導の充実 ①幼児児童生徒のニーズに応じた実態把握の方法を適切に選択

し、総合的・多面的に捉える。
②実態把握から具体的な指導や支援につなげる。
③APDCAサイクルのチームアプローチにより取組の改善を図
る。

　新個別の教育支援計画の試行において問題点があれば、各学
部の意見等を吸い上げ、個別の支援計画及び運用法をよりよい
ものへ改善していく。

（進路）
　家の手伝いや学級で割り当てら
れた係、当番の仕事、職場体験・
現場体験学習に積極的に取り組ま
せる。

　児童会・生徒会の年間計画を作成し、役員の児童・生徒を中
心に話し合いを進め方、活動の準備等に関する助言や指導を行
う。

①キャリア発達支援段階表の効果的な活用を促す提案をする。
②ケース会議後、各項目の問題点等を集約して改善を図る。

（研究）
キャリア発達支援段階表の効果

的な活用を促すとともに、各項目
の検証と改善を図る。

  活動を通して児童・生徒の自己表現力や自
主性が高まるように指導する。

  心身の健康、交通や災害からの安全確保、
健康的な食生活について理解を深め、健康で
安全な生活習慣が身につくように日常的・継
続的に指導を行っていく。


